
 「発生の予防」は、地域ぐるみでの対応がより有効です。  

 関係者が連携して飼養衛生管理基準の遵守に取り組んでいた
だくようお願いします！ 
 

  ・  飼養家畜の健康観察、異常の早期発見、早期通報 
  ・  野生動物などの畜舎への侵入防止 
  ・  農場、畜舎の出入口での消毒の徹底 
  ・ 関係者以外の農場への立入制限 
  ・ 発生国への渡航の自粛 
  ・ 入退場する人や車両についての記録と消毒の徹底 

飛騨家畜保健衛生所 
ＴＥＬ（０５７７）３３－１１１１  ＦＡＸ３２－９０１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃ２４５０８＠ｐｒｅｆ．ｇｉｆｕ．ｌｇ．ｊｐ 

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/nogyo/kachikueisei/hidakaho/ 

家畜衛生情報    

中国の口蹄疫（Ａ型及びO型）
発生が増加しています！ 
～発生予防措置の徹底をお願いします。～  

Ｈ２５年６月７日 
３２－９ 

  「発生の予防」のために、空港や海港における輸入検疫の強化が行わ

れているところですが、何よりも畜産農家の方々に日頃から適切に飼養
衛生管理をしていただくことが大切です。                   

飼養衛生管理の状況などについての 

「定期報告」の書類について 

未提出の方は、当所まで提出願います。 

異常に気づいたら、すぐに家畜保健衛生所に連絡してください。 

 これまでも中国政府から発生通報があるたびにお知らせしてきましたが、
最近、その件数が大変増えてきています。（別紙発生状況参照してください） 
 

  口蹄疫（Ａ型）は本年２月に広東省の豚で発生して以降、青海省、新疆ウイグル自治区及びチ  
 ベット自治区と発生地域を拡大して頻発しています。また、口蹄疫（Ｏ型）についても本年に入っ 
 てからも四川省、チベット自治区及び江蘇省で確認されるなど引き続き広域での発生が後を絶 
 たないところです。 


